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令和７年度も出前講座を実施します！

活動事例1 石垣島海域 「サンゴ礁での環境保全活動」

脱炭素社会の実現に向け、県内各地で活動中
沖縄県地球温暖化防止活動推進員の活動状況を抜粋してご紹介します。

　沖縄県知事から委嘱を受け、県内で地球温暖化の現状及び地球温暖化対策に関する知識
の普及並びに地球温暖化対策の推進を図るための活動を行っています！

　石垣島在住の吉田さんは、ボランティアダイバーによる世界共通のサンゴ礁

の調査手法「リーフチェック」にチーム科学者として調査へ参加しました。そ

の際、地球温暖化の影響で頻繁に白化現象が起きているサンゴ礁の現状につい

て参加者と共有しました。参加者の多くが沖縄県のサンゴ礁について、海水温

の上昇に伴う白化現象や生活排水等で状態が悪化している点を心配していま

す。ただ、海域によっては健全なサンゴ礁と回復力の高い地域もあることか

ら、私たちが「出来ること」として、①現状を知ること　②節電、節水、省エ

ネ活動など　もサンゴ礁保全につながると吉田さんは話します。

　また、石垣島東側のサンゴ礁域では、漁網等の海中ゴミの撤去とそれらを選

別して有効利用の可能性を検討する業務にも携わっています。多くの離島では

回収した海中ゴミは最終処分場に埋めているのが現状です。吉田さんは、諸外

国で行われている海中ゴミの処理手法「海中ゴミをすべて小さくして接着剤で

固め、建材や道路舗装材に再生する」という手法が、日本や沖縄においても

導入できれば、ゴミの有効利用につながり、一石二鳥になると考えています。

　吉田さんは、地球球温暖化防止とサンゴ礁保全のためには、５～10年後に、
石垣島の環境保全活動のリーダーとなれる人の育成が大切だと考えています。

そのため、地元の子ども達や島民一人ひとりがサンゴ礁域の海岸漂着ゴミや海

中ゴミに興味・関心をもってもらえるよう、サンゴ礁保全活動を今後も継続す

る予定です。

沖縄県地球温暖化防止活動推進員は、

沖縄県地球温暖化防止活動推進員（以下、「推進員」と表記）は、県内の学校や自治
会向けに「地球温暖化」をキーワードとして出前講座を展開中！「沖縄にも地球温暖
化の影響があるの？」「地球温暖化について知りたい」、「子ども会向けに講座して
ほしい！」そのようなご依頼は、沖縄県地球温暖化防止活動推進センター（次ページ
下の「お問合せ」先）までご連絡ください。推進員がお応えいたします！！

サンゴに絡まった

海中ゴミ

開催月：2025年３月と６月　　推進員：　　　　　　　さん吉田　稔

調査の様子
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活動事例2 石垣島から 「陸と海の地球温暖化防止の取組紹介」

デコ活アクション
色々あるよ！
まずは、あなたが
出来ることから！

電気も省エネ　断熱住宅

こだわる楽しさ　エコグッズ

感謝の心　食べ残しゼロ

つながるオフィス  テレワーク
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　石垣島在住の村田さんは、自給自足を目指す農業グループの一員として、

無農薬・有機農業に取り組んでいます。　2024年度の主な活動として、水牛と
一緒に行う石垣島の伝統的農法を復活させるとともに、ベチバーを使った赤土

流出防止や地域の小学校の総合学習の時間で、児童たちと一緒に米作り体験学

習を展開しました。一本の稲穂から自分たちの手で採種した種籾が成長する様

子を毎週丁寧に観察し、収穫期は、1人ずつ鎌を使って稲刈りをし、足踏み脱
穀機や唐箕を使い収穫後の作業を経て、ようやく自分たちのお米を口にするこ

とができました。この体験を通して、稲と水の関係、稲と田んぼの土の関係、

田んぼの生き物観察など、子ども達自身が気付き、疑問に思うことを一緒に考

えながら学んでいくことは、関わっている私たち大人の学びにも繋がる体験で

す。また気候変動による水不足や大雨などは、田んぼや畑の環境に大きな影響

を与える為、ベチバーの植え付けや葉ガラ梱包も設置して赤土流出防止対策も

始めました。

  これらの取り組みを、地域の方々や子ども達と共に学び合いながら続けるこ
とで、私たちの日々の暮らしが、足元の土や海と深く繋がっていることを感じ

てもらい、興味・関心を持つ方が少しでも増えることに繋がればと村田さんは

考えています。2025年も夏休み明けから子ども達と一緒に米づくりをスタート
させています。これらの活動の他、サンゴ礁保全を行う団体の事務局としても

活動するパワフルな村田さんの活動はまだまだ続きます。

「デコ活展開中」
2050年カーボンニュートラル及び2030年度削減目標の
実現に向けて、スタートした国民運動〈デコ活〉。
二 酸 化 炭 素 （ CO₂ ） を 減 ら す （ DE ） 脱 炭 素
（Decarbonization）と、環境に良いエコ（Eco）を含む
「デコ」と「活動・生活」を組み合わせた新しい言葉で
す。もう耳にしたことありますよね？！

開催日：2024年４月～2025年３月　　推進員（講師）： 　　　　　　　さん村田　法子

出典　環境省

「一緒に活動する推進員を募集中」
地球温暖化防止活動推進員に興味のある方！まずは一度お問合せください。地域であなたの
活動を広げてみませんか？沖縄本島や宮古島、石垣島の各地で推進員さんが活動を展開して
います。推進員の任期は３年。当センターが実施する研修（１時間程度/受講料無料）を
受講し、その後、沖縄県知事より委嘱後に活動開始！　お待ちしています！

小学校での稲作準備

小学校での脱穀

（葉ガラ梱包：畑地と水路の間に、サトウキビの葉を束ねたものを並べて敷き詰める対策）

沖縄県地球温暖化
防止活動推進センター

Webサイト


